
ホットな消費者 News
消費者問題の事例対処法を解説します。

対処法・アドバイス

消費者ホットライン ☎ 188　久留米市消費生活センター ☎ 0942-30-7700　福岡県警察 ☎ 110または♯ 9110

お問い合わせ

●�太陽光発電システムを安全に利用するためにも定期的な点検は重要ですが、事業者から「点
検が義務付けされた」と言われても安易に信用せず、販売店などに問い合わせましょう。

●�少しでも不審な点やトラブルが発生した場合は、すぐにお近くの消費生活センターや警察へ相
談しましょう。

●�訪問販売や電話勧誘販売に該当する場合は、契約書面を受け取った日から 8日以内であれば、
クーリング・オフできることがあります。太陽光発電システムの点検をきっかけに、屋根工事
など別契約を迫られるケースもあるため、注意しましょう。

太陽光発電システムの点検商法にご注意
　事業者から「太陽光パネルの点検が法律で義務化されたので、無料で点検します」と言われ、
点検を依頼した。ドローンを使って点検が行われた後、「洗浄とコーティングが必要」と言われ、
約 40万円の契約を結んだ。後日、知人に相談すると「だまされているのではないか」と言われた。
解約や返金はできるのか。
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

広川町にある巨樹・珍樹　その１7

　今年は、石人山古墳が福
岡県の指定を受けて 100 年
目、石棺を守るように立つ武
装石人が国の重要文化財に
指定されて 50年目となる区
切りの年となります。1500

年前から永く守られてきた
古墳と石人は、地域にとっ
てかけがえのない文化財で
す。資料館ではその大切さ
を、あらためて再確認する 1
年にしたいと思います。
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▲��タブノキ（扇島区）

▲武装石人▲直弧文が彫刻された家形石棺
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▲��スギ（梯区）


